
令和６年度

1

2

ａ

ａ

ｂ

ａ

ｂ

1

a：順調に進行、b：おおむね順調に進行、c：進行にやや遅れ、d：進行に大幅な遅れ

ａ
栄養と食生活の相談回数

こころの健康相談件数（電話相談等延人数）

禁煙相談件数

回

件 302 385 健康づくり課

件 5 5 健康づくり課

地区保健福祉センター健康相談件数 件 2,939

担当課単位
R6R5

実績値
評価指標

件 376 338 健康づくり課総合健康相談件数（保健医療センター、随時）

13 13 健康づくり課

4,237 健康づくり課

歯と口の健康相談件数 件 49 41 健康づくり課

取組

施策

基本目標

施策の評価
及び

取組の評価
3

A：順調に進行
B：おおむね順調に進行
C：進行にやや遅れ
D：進行に大幅な遅れ

施策に含む各取組の評価

評価
・

課題

健康相談の実施については、保健医療センターで実施している相談件数は減少しましたが、地区保健福祉
センターにおける活動の充実に伴い、同センターでの相談件数は増加しました。相談者の属性や相談内容
を踏まえ、実施方法等の改善に努めています。

休養・睡眠・心の健康については、こころの健康づくり講座の実施回数を増やしたほか、リーフレットの
配布等により、相談窓口の周知に努めています。
また、質（睡眠休養感）・量（睡眠時間）ともに十分な睡眠を日常的に確保することの重要性を啓発する
ため、新たに睡眠セミナーを実施しました。

多用な主体による食育推進運動の展開、多様な主体が参画したネットワークの強化については、引き続
き、食育推進ネットワーク会議を開催し、参加登録関係団体等による取組の共有や情報発信、効果的な食
育推進に向けた検討を行い、食育推進月間にイベントを開催しました。

地域等での「共食」の取組については、地域の通いの場としてコミュニティデイハウスの整備を進めたほ
か、地域における福祉活動を支援することにより、地区福祉委員会活動における高齢者の見守り訪問や会
食・配食サービスなど、住民同士の交流やつながりづくりの取組を行いました。
また、こどもに家庭的な雰囲気の食事並びに学習または交流の場を提供する場であるこども食堂を運営す
る事業に対して報償金を交付したほか、クレジット決済等で少額から寄付ができるシステムを導入し、広
く寄付を募るなど、こども食堂の持続的な運営の一助となるよう支援を行いました。

以上のことから、本施策については、地域における活動の担い手不足に一定の課題があるものの、施策の
方向性に沿って順調に推移しているため、「Ａ」評価とします。

4

健康いばらき21・食育推進計画（第４次）　施策・取組評価シート

施策の評価

Ａ

1-1　健康相談の実施

1-2　休養・睡眠・心の健康

1-3　多様な主体による食育推進運動の展開

1-4　多様な主体が参画したネットワークの強化

1-5　地域等での「共食」の取組

1　お互いにつながり支え合える

1　社会とのつながり・こころの健康の維持及び向上

1-1　健康相談の実施

取組の評価

2

資料１-１

1



1

a：順調に進行、b：おおむね順調に進行、c：進行にやや遅れ、d：進行に大幅な遅れ
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1

a：順調に進行、b：おおむね順調に進行、c：進行にやや遅れ、d：進行に大幅な遅れ

1

a：順調に進行、b：おおむね順調に進行、c：進行にやや遅れ、d：進行に大幅な遅れ

こころの健康づくり講座実施回数（若年層対策、大
学生以下）

回 4 6 健康づくり課

ａ

評価指標 単位
実績値

担当課
R5 R6

相談窓口リーフレット配布部数 部 17,840 22,149 健康づくり課

こころのカフェ参加人数（健康づくりセミナー） 人

19 長寿介護課
地域の通いの場であるコミュニティデイハウス等の
整備数

か所 20

評価指標 単位
実績値

担当課
R5 R6

健康づくり課

234 184 健康づくり課

取組 1-2　休養・睡眠・心の健康

取組 1-3　多様な主体による食育推進運動の展開

睡眠セミナー実施回数 回 - 1 健康づくり課

2

取組の評価

ちらし配布部数（若年層対策、中学生以下） 部 25,246 26,510 健康づくり課

こころの健康相談件数（電話相談等延人数） 件 302 385 健康づくり課

依存症に対する相談件数（薬物、アルコール、ギャ
ンブル）

件 1 7

2

食育推進ネットワーク会議参加者数 人 14 11 健康づくり課

食育推進月間イベント等の開催回数 回 6 6 健康づくり課

評価指標 単位
実績値

担当課
R5 R6

取組 1-4　多様な主体が参画したネットワークの強化

取組の評価

ｂ

評価指標 単位
実績値

担当課
R5 R6

2

取組の評価

ｂ

取組 1-5　地域等での「共食」の取組

取組の評価

ａ
2

食育推進ネットワーク関係機関・団体数 機関 30 33 健康づくり課

2



令和６年度

1

2

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

1

a：順調に進行、b：おおむね順調に進行、c：進行にやや遅れ、d：進行に大幅な遅れ

食事の栄養バランス診断集団指導人数 人 639 471 健康づくり課

調理実習の開催回数 回 2 6 健康づくり課

13 健康づくり課

健康いばらき21・食育推進計画（第４次）　施策・取組評価シート

回 13

3
施策の評価

及び
取組の評価

施策の評価 施策に含む各取組の評価

Ｂ

2-1　栄養・食生活

2-2　身体活動・運動

2-3　飲酒

A：順調に進行
B：おおむね順調に進行
C：進行にやや遅れ
D：進行に大幅な遅れ

2-4　喫煙

2-5　歯と口の健康

4

2

基本目標 2　健康にいきいきと自立した日常生活を送れる

施策 2　生活習慣の改善

ｂ

食育推進ネットワーク関係機関・団体数【再掲】 機関 30 33 健康づくり課

評価
・

課題

栄養・食生活の取組については、健康づくりセミナーでの栄養指導人数や食事の栄養バランス診断の集団
指導人数は減少しましたが、調理実習の開催回数や食に関する出前講座の実施回数は増加しました。ま
た、食育推進ネットワークとの連携等による様々な機会を通じて、市民が「食」に関心を持ち、「食」に
関する知識と、「食」を選択する力を習得することをめざし、健全な食生活の推進に取り組んでいます。

身体活動・運動については、アスマイル登録者の平均歩数が増加しており、また、地区保健福祉センター
での体組成測定会や国保特定保健指導対象者に対する運動習慣化事業の参加者は増加しました。
高齢者に対しては、運動に係るセルフマネジメントの定着を図るため、短期集中型の運動教室を実施して
おり、実施場所の増加に伴い利用者数も増加しています。小中学校においては、全国体力・運動能力、運
動状況調査等の結果をもとに、各校の課題解決に向けた「元気力向上プログラム」を作成して具体化を図
り、「運動・スポーツが好き」の回答割合は小５男子・中２女子が昨年度よりやや低下した一方で、小５
女子・中２男子は増加しました。

飲酒や喫煙については、健診時や特定保健指導時において、啓発リーフレット等の配布や相談先の周知を
行ったほか、生活習慣改善の取組としてアルコール適量グラスの配布を行いました。また、市内全中学校
で薬物乱用防止教室を実施したほか、小学校と中学校の保健体育の授業では「喫煙・飲酒・薬物乱用と健
康」について学習し、正しい知識の指導・啓発を図りました。

歯と口の健康については、出前講座やポスター配布等を通じて、歯と口の健康に関連する生活習慣の改善
や歯科疾患の予防方法について周知啓発を行ったほか、高齢者のセルフマネジメントを支援するため、専
門職による運動器の機能向上・栄養改善・口腔機能向上等のプログラムを実施しました。なお、令和７年
度からは口腔機能低下者に対する取組としてオーラルフレイル予防講座を実施します。
幼児と妊婦の歯科健診については、近年は増加傾向にありますが前年度比では減少した一方で、成人歯科
健診受診率は前年度よりも増加しました。

以上のことから、基本目標及び施策の方向性に沿って概ね順調に推移していますが、栄養・食生活や身体
活動・運動をはじめとした生活習慣の改善に向けた取組や、歯と口の健康に関する周知啓発の取組をより
一層進める必要があることから、「Ｂ」評価とします。

取組 2-1　栄養・食生活

取組の評価 評価指標 単位
実績値

担当課
R5 R6

健康づくりセミナー（食育SAT）栄養指導人数 人 257 197 健康づくり課

食に関する出前講座の実施回数 回 4 7 健康づくり課

栄養と食生活の相談回数【再掲】

3
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1
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1

a：順調に進行、b：おおむね順調に進行、c：進行にやや遅れ、d：進行に大幅な遅れ

ｂ

禁煙相談件数【再掲】 件 5 5 健康づくり課

啓発リーフレット配布数（若年健診） 枚 886 875 健康づくり課
ｂ

長寿介護課

【国保】運動体験参加者数 人 25 44 健康づくり課

健康づくりセミナー（Ｕ-39(若年健康診査)健診受診
時教育）参加者数

市民総合スポーツ大会の参加者数 人 10,375 10,852 スポーツ推進課

長寿介護課286

人 347 326 健康づくり課

リハビリテーション専門職等同行訪問の実人数

子育て支援課

2-2　身体活動・運動

全国体力・運動能力、運動状況調査での「運動・ス
ポーツが好き」の肯定回答（小学５年男子の数値）

％ 91.6 90.9 学校教育推進課

アスマイル登録者の平均歩数（女性） 歩 6,404 6,464 健康づくり課

体組成測定会参加人数（地区保健福祉センター） 人 1,064 1,134 健康づくり課

短期集中運動教室実利用者数 人 175

人 337

歩 8,140 8,789 健康づくり課

全国体力・運動能力、運動状況調査での「運動・ス
ポーツが好き」の肯定回答（小学５年女子の数値）

％

評価指標 単位
実績値

担当課
R5 R6

取組

取組 2-3　飲酒

2

取組の評価

81.8 83.6 学校教育推進課

全国体力・運動能力、運動状況調査での「運動・ス
ポーツが好き」の肯定回答（中学２年男子の数値）

％ 88.3 89.8 学校教育推進課

255 長寿介護課

介護予防等に関する動画閲覧数 回 38,124 10,272

全国体力・運動能力、運動状況調査での「運動・ス
ポーツが好き」の肯定回答（中学２年女子の数値）

％ 73.5 72.8 学校教育推進課

アスマイル登録者の平均歩数（男性）

取組 2-4　喫煙

2

取組の評価

ｂ
アルコール依存症に対する相談件数 件 1 7 健康づくり課

啓発リーフレット配布数（特定健診） 人 10,211 9,882 健康づくり課

評価指標 単位
実績値

担当課
R5 R6

2

取組の評価 評価指標 単位
実績値

担当課
R5 R6

禁煙相談チラシ配布数（健康診査時） 枚 296 327 健康づくり課

啓発リーフレット配布数（特定健診）【再掲】 枚 10,211

妊娠中の喫煙率（４か月児健康診査問診票より） ％ 1.2 0.6 子育て支援課

警察を招いた「薬物乱用教室（喫煙・飲酒・薬物乱
用と健康）」の実施校数（中学校）

校 46

減酒支援件数（アルコール適量グラス） 件 30 29 健康づくり課

妊娠中の飲酒率（４か月児健康診査問診票より） ％ 0.7 0.7 子育て支援課

46 学校教育推進課

9,882 健康づくり課

子育て中の喫煙率（１歳８か月児健康診査と３歳６
か月児健康診査問診票より）

％ 3.6 3.8

4



1

a：順調に進行、b：おおむね順調に進行、c：進行にやや遅れ、d：進行に大幅な遅れ

成人歯科健康診査受診率 ％ 12.7 13.1 健康づくり課

健康づくり課

取組 2-5　歯と口の健康

2

取組の評価 評価指標 単位
実績値

担当課
R5 R6

妊婦歯科健康診査受診率 ％ 39.6 38.8 子育て支援課

歯科出前講座参加者数 人 331 408 健康づくり課

通所型サービス・活動Ｃ事業の利用者数 人 103 114 長寿介護課

関係機関ポスター配布件数 400 健康づくり課

オーラルフレイル予防講座参加者数 人 - -
ｂ

成人訪問歯科健康診査受診者数 人 314 338 健康づくり課

幼児の歯科健康診査受診率（２歳３か月児健康診
査）受診率

％ 81.0 74.7 子育て支援課

60歳以上の咀嚼良好者 ％ 95.2 96.1 健康づくり課

60歳で24本以上の歯を有する者

むし歯のない生徒の割合（中１） ％ 80.1 76.8 保健給食課

むし歯のない幼児の割合（３歳６か月児健康診査）

％ 85.0 87.5 健康づくり課

件 400

％ 95.4 95.6 子育て支援課

むし歯のない児童の割合（小６） ％ 83.0 85.8 保健給食課
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令和６年度

1

2

ａ

ｂ

ｂ

ａ

1

a：順調に進行、b：おおむね順調に進行、c：進行にやや遅れ、d：進行に大幅な遅れ

特定健診・若年健診受診勧奨人数 人 24,788 26,006 健康づくり課

施策 3　生活習慣病の発症予防・重症化予防

3
施策の評価

及び
取組の評価

施策の評価 施策に含む各取組の評価

Ｂ

3-1　生活習慣（病）に関する周知・啓発

3-2　受診しやすい健（検）診の推進

3-3　健（検）診後の支援体制の充実

A：順調に進行
B：おおむね順調に進行
C：進行にやや遅れ
D：進行に大幅な遅れ

3-4　かかりつけ医・かかりつけ歯科医・
　  かかりつけ薬剤師（薬局）の周知・啓発

健康いばらき21・食育推進計画（第４次）　施策・取組評価シート

基本目標 2　健康にいきいきと自立した日常生活を送れる

4
評価
・

課題

生活習慣（病）に関する周知・啓発については、正しい知識の普及を図るとともに、生活習慣に係る行動
の改善を支援するため、健診等の場における周知啓発に加え、出前講座や地域での健康教育を実施してお
り、出前講座の実施回数及び健康教育参加者数ともに増加しました。

受診しやすい健（検）診の推進については、市広報誌やホームページでの周知を行うとともに、地域にお
ける巡回健（検）診を実施するなど、受診しやすい環境整備に努めました。また、健（検）診予約の利便
性向上を図るため運用している茨木けんしん予約システムについては、昨年度から大幅に登録者数が増加
しており、受診率向上を図るため、登録者には各健（検）診の対象者ごとに案内メールを送信していま
す。
各健（検）診受診率については、特定健診の受診率は向上したものの、各がん検診の受診率は横ばいとな
りました。

健（検）診後の支援体制の充実については、対象となる人が健診結果から自らの身体状況を認識するとと
もに、生活習慣を見直すきっかけとするため、特定健診結果説明会や特定保健指導を実施しており、特定
保健指導実施率は高い水準を維持することができています。

かかりつけ医・かかりつけ歯科医・かかりつけ薬剤師（薬局）については、健康相談時における助言や、
市の各課所管業務でのみんなの医療機関マップの活用など、さまざまな場面を通じて周知・啓発に努めて
います。

以上のことから、基本目標及び施策の方向性に沿って概ね順調に推移していますが、さらなる健（検）診
受診率向上を図るとともに、特定保健指導の対象となる人の減少率向上を図る必要があることから、
「Ｂ」評価とします。

取組 3-1　生活習慣（病）に関する周知・啓発

2

取組の評価 評価指標 単位
実績値

担当課
R5 R6

健康教育実施回数（生涯学習出前講座） 回 31 46

健康づくり課

若年健診結果情報提供人数（ハイリスク・ローリス
ク）

人 103

健康づくり課

健康づくりセミナー（Ｕ-39(若年健康診査)健診受診
時教育）参加者数【再掲】

ａ
地区保健福祉センター健康教育参加者数 人 8,368 8,466

人 347 326 健康づくり課

120 健康づくり課
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1

a：順調に進行、b：おおむね順調に進行、c：進行にやや遅れ、d：進行に大幅な遅れ

1

a：順調に進行、b：おおむね順調に進行、c：進行にやや遅れ、d：進行に大幅な遅れ

1

a：順調に進行、b：おおむね順調に進行、c：進行にやや遅れ、d：進行に大幅な遅れ

取組 3-2　受診しやすい健（検）診の推進

【国保】特定健康診査受診率 ％ 32.1 ※見込32.8 健康づくり課

13.7 健康づくり課

胃がんリスク検診受診率（市） ％ 6.2 6.0 健康づくり課

2

取組の評価 評価指標 単位
実績値

担当課
R5 R6

胃がん検診受診率（市） ％ 2.7 2.5

肺がん検診受診率（市） ％ 7.1

健康づくり課

【国保】脳ドック助成件数

乳がん検診受診率（市） ％ 14.2

ｂ
7.0 健康づくり課

取組 3-3　健（検）診後の支援体制の充実

2

取組の評価 評価指標 単位
実績値

担当課
R5 R6

【国保】特定保健指導実施率 ％ 63.0 ※見込60.0 健康づくり課

【国保】メタボリックシンドロームの該当者 ％ 18.4

ｂ
※継続
支援中

健康づくり課

【国保】健診後情報提供対象者数 人 健康づくり課

981 1,002

【国保】メタボリックシンドロームの予備群 ％ 10.6
※継続
支援中

健康づくり課

取組 3-4　かかりつけ医・かかりつけ歯科医・かかりつけ薬剤師（薬局）の周知・啓発

10,211 9,882

【国保】特定健診結果説明会来所者数 人

R5 R6

健康づくり課

2

取組の評価 評価指標 単位
実績値

担当課

ａ

みんなの医療機関マップを活用した庁内情報連携部
署数

課 10 10 健康づくり課

茨木けんしん予約システム登録者数 人 843 3,363 健康づくり課

健康づくり課

【国保】人間ドック助成件数 件 621 715

大腸がん検診受診率（市） ％ 6.8 6.7 健康づくり課

子宮頸がん検診受診率（市） ％ 18.4 18.6 健康づくり課

件 361 422 健康づくり課

7



令和６年度

1

2

ａ

ｂ

1

a：順調に進行、b：おおむね順調に進行、c：進行にやや遅れ、d：進行に大幅な遅れ

1

a：順調に進行、b：おおむね順調に進行、c：進行にやや遅れ、d：進行に大幅な遅れ

健康いばらき21・食育推進計画（第４次）　施策・取組評価シート

3
施策の評価

及び
取組の評価

施策の評価 施策に含む各取組の評価

Ａ

4-1　運動が気軽にできる環境等

4-2　受動喫煙対策

A：順調に進行
B：おおむね順調に進行
C：進行にやや遅れ
D：進行に大幅な遅れ

担当課
R5 R6

施策 4　自然に健康になれる環境づくり

基本目標 3　憩える 参加できる 活躍できる

4
評価
・

課題

運動が気軽にできる環境等に対する取組として、国保被保険者の特定保健指導対象者に向けたフィットネ
スクラブと連携した取組を引き続き実施したほか、アスマイルを活用した市内ウォーキングコースの周知
や、運動する機会が少ない30～40歳代をターゲットに、家族で楽しめるウォーキングイベントを実施しま
した。
また、「居心地が良く歩きたくなるまち」をめざす取組として、中心市街地を2コア1パーク＆モールの都
市構造で捉え、関係課連携のもと各種プロジェクトの推進に努めたほか、北部地域の自然の中で多様な体
験を提供できるダムパークいばきたの周知を行い、ゆとりある空間や良好な景観の形成に努めました。

受動喫煙対策については、大阪府受動喫煙防止条例等に基づき、市ホームページ等での受動喫煙に対する
周知啓発や、路上喫煙禁止地区において、路上喫煙防止対策マナー推進員の巡回指導及び職員による巡回
指導を行いました。

以上のことから、施策の方向性に沿って順調に推移しているため、「Ａ」評価とします。

取組 4-1　運動が気軽にできる環境等

北部整備推進課

都市政策課

2

取組の評価 評価指標 単位
実績値

ダムパークいばきたパンフレット配布数 枚 - 1,132

中心市街地における平日昼間の歩行者通行量 人 35,005 37,404

ウォーキングイベントの参加者数

健康づくり課

アスマイル登録者数 人

2

取組の評価 評価指標 単位
実績値

担当課
R5 R6

ｂ

受動喫煙相談件数 件 3 5 健康づくり課

スポーツ推進課
ａ

取組 4-2　受動喫煙対策

17,539 19,095 健康づくり課

【国保】フィットネスクラブ等との連携店舗数 店舗 13 14

人 6,184 7,918

8



令和６年度

1

2

ｂ

ｂ

1

a：順調に進行、b：おおむね順調に進行、c：進行にやや遅れ、d：進行に大幅な遅れ

1

a：順調に進行、b：おおむね順調に進行、c：進行にやや遅れ、d：進行に大幅な遅れ

施策 5　誰もがアクセスできる健康増進のための基盤の整備

健康いばらき21・食育推進計画（第４次）　施策・取組評価シート

基本目標 3　憩える 参加できる 活躍できる

3
施策の評価

及び
取組の評価

施策の評価 施策に含む各取組の評価

Ｂ

5-1　自主的に健康づくりに取り組む人材や
    団体の拡大

5-2　多様な暮らしに対応した豊かな食体験
    につながる取組

A：順調に進行
B：おおむね順調に進行
C：進行にやや遅れ
D：進行に大幅な遅れ

健康づくり課

担当課
R5 R6

2

取組の評価 評価指標 単位
実績値

はつらつ出張講座の実施数 回 316 311

4
評価
・

課題

自主的に健康づくりに取り組む人材や団体の拡大に係る取組として、市と医師会・歯科医師会・薬剤師会
の共催でおにクルにおいて健康フェアを開催し、民間・大学と連携して市民の健康意識の向上を図るため
多様な展示等を行いました。また、日常の健康づくり活動の広がりに資するよう、アスマイルを活用した
イベントの周知を行ったほか、令和７年度からは健康づくり課公式インスタグラムアカウントの運用を開
始しました。また、地域における住民主体の介護予防活動を支援するため、はつらつ出張講座を実施した
ほか、高齢者を含め広範な世代が健康に関心を持てるよう、高齢者の通いの場や商業施設等において、企
業や団体等と協働した取組を実施しました。

多様な暮らしに対応した豊かな食体験につながる取組として、こども食堂の運営に係る支援のほか、コ
ミュニティデイハウス等における食のイベントの開催を通じて、共食に向けた支援を行いました。
食を通じた多世代交流の機会の支援として、老人クラブが地域のこどもや保護者と一緒に料理教室を開催
したほか、地区福祉委員会の活動において、米づくり等の体験などを通じて、幼稚園児や小学生等との交
流が図られました。

以上のことから、基本目標及び施策の方向性に沿って概ね順調に推移していますが、自主的に健康づくり
に取り組む人材や団体とのさらなる連携や支援に取り組む必要があることから、「Ｂ」評価とします。

取組 5-1　自主的に健康づくりに取り組む人材や団体の拡大

ｂ

アスマイル登録者数【再掲】 人 17,539 19,095

インスタグラムフォロワー数 人 - - 健康づくり課

長寿介護課

取組 5-2　多様な暮らしに対応した豊かな食体験につながる取組

2

取組の評価 評価指標 単位
実績値

担当課
R5 R6

ｂ

地域の通いの場であるコミュニティデイハウス等で
の食のイベントの開催

か所 - 2 長寿介護課

9



令和６年度

1

2

ｂ ａ

ａ ａ

ｂ ｂ

ｂ

ｂ

1

a：順調に進行、b：おおむね順調に進行、c：進行にやや遅れ、d：進行に大幅な遅れ

健康いばらき21・食育推進計画（第４次）　施策・取組評価シート

基本目標 4　一人ひとりの権利が尊重される

施策 6　ライフコースアプローチを踏まえた健康づくり

3
施策の評価

及び
取組の評価

施策の評価 施策に含む各取組の評価

Ｂ

6-1　こども（健康増進）
6-6　高等学校等における取組
    （食育推進）

6-2　高齢者（健康増進）
6-7　大学や職場等における取組
    （食育推進）

6-3　女性（健康増進）
6-8　高齢者の低栄養防止のための取組
    （食育推進）

A：順調に進行
B：おおむね順調に進行
C：進行にやや遅れ
D：進行に大幅な遅れ

6-4　保育所(園)・認定こども園・
　　幼稚園等における取組（食育推進）

6-5　小・中学校における取組（食育推進）

4
評価
・

課題

こども（健康増進）については、妊娠期を含めて家族全員の生涯の健康につながるように、妊婦面談時の
食生活啓発冊子の配布や、出産後の離乳食・幼児食講習会を実施しており、概ね順調に推移しています。

高齢者（健康増進）については、専門職によるセルフマネジメントの支援としての運動機能向上・栄養改
善・口腔機能向上等のプログラムの実施に加え、地域の体操教室を見える化したマップを作成して高齢者
の社会参加を促進するとともに、集うことによるつながりの構築を図るため、場の創出につながる支援を
関係機関と連携して取り組みました。

女性（健康増進）については、20歳子宮がん、40歳乳がん検診の無料クーポンの送付や保育付き検診を実
施したほか、健康相談等においては、ホルモン量の増減等により、特有の健康課題が生じることがあるた
め、個人の状況に応じた女性の健康づくりについての助言など、ライフステージに応じた健康課題に対す
る取組を推進しました。

また、ライフコースアプローチを踏まえた食育の取組として、生涯にわたって健やかな生活を送り、豊か
な心を育むことができるように、市立保育所・市立認定こども園・市立幼稚園において、菜園活動やクッ
キング活動等を実施するとともに、季節の食材や行事にゆかりのある献立を給食に取り入れるなどの食育
活動を実施しています。
小・中学校では、食育推進担当者会を年２回実施して各校の取組の交流を行ったほか、担当者を中心とし
て各校で食育の授業等を実施しており、高等学校や大学・職場等については、食育推進ネットワークを通
じて、若い世代が食育に関心を持ち、自ら食生活の改善等に取り組んでいけるような情報提供に努めてい
ます。
高齢者の低栄養防止のための取組については、管理栄養士が高齢者の自宅を訪問し、低栄養状態等の改善
に向けたアドバイスを行っていることに加え、低栄養状態にある方に栄養バランスを考慮した弁当の配食
を実施しています。

以上のことから、基本目標及び施策の方向性に沿って概ね順調に推移していますが、引き続き、ライフ
コースアプローチを踏まえ、性別や年代により特性が異なる健康課題を考慮し、人の生涯を経時的にとら
えた健康づくりや食育の取組をより一層進める必要があることから、「Ｂ」評価とします。

63 子育て支援課

取組 6-1　こども（健康増進）

2

取組の評価 評価指標 単位
実績値

担当課
R5 R6

ｂ

食生活啓発冊子配布数（妊娠届出時） 件 2,267 2,291 子育て支援課

離乳食・幼児食講習会の実施回数 回 56
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1

a：順調に進行、b：おおむね順調に進行、c：進行にやや遅れ、d：進行に大幅な遅れ

1

a：順調に進行、b：おおむね順調に進行、c：進行にやや遅れ、d：進行に大幅な遅れ

1

※全施設実施

a：順調に進行、b：おおむね順調に進行、c：進行にやや遅れ、d：進行に大幅な遅れ

1

a：順調に進行、b：おおむね順調に進行、c：進行にやや遅れ、d：進行に大幅な遅れ

2

取組の評価 評価指標 単位
実績値

担当課
R5 R6

ｂ

全国体力・運動能力、運動状況調査での「朝食を毎日食べ
ますか。」の肯定回答（小学５年男子の数値）

％ 83.5 85.1 学校教育推進課

全国体力・運動能力、運動状況調査での「朝食を毎日食べ
ますか。」の肯定回答（小学５年女子の数値）

％ 82.3 85.4 学校教育推進課

全国体力・運動能力、運動状況調査での「朝食を毎日食べ
ますか。」の肯定回答（中学２年男子の数値）

％ 80.7 83.3 学校教育推進課

全国体力・運動能力、運動状況調査での「朝食を毎日食べ
ますか。」の肯定回答（中学２年女子の数値）

％ 76.3 74.1 学校教育推進課

取組 6-4　保育所(園)・認定こども園・幼稚園等における取組（食育推進）

取組 6-5　小・中学校における取組（食育推進）

2

取組の評価 評価指標 単位
実績値

担当課
R5 R6

ｂ

食育活動実施施設数（市立保育所・市立認定こども
園・市立幼稚園）

施設 20 16 保育幼稚園総務課

2

取組の評価 評価指標 単位
実績値

担当課
R5 R6

ｂ

健康づくりセミナー（女性の健康づくり）体組成健
康教育人数

人 - 178 健康づくり課

子宮頸がん検診受診率（市）【再掲】 ％ 18.4 18.6 健康づくり課

乳がん検診受診率（市）【再掲】 ％ 14.2 13.7 健康づくり課

取組 6-2　高齢者（健康増進）

取組 6-3　女性（健康増進）

170 長寿介護課

骨粗しょう症検診受診者数（女性） 人 612 590 健康づくり課

2

取組の評価 評価指標 単位
実績値

担当課
R5 R6

ａ

通所型サービス・活動Ｃ事業の利用者数 人 103 114 長寿介護課

元気！いばらきマップ掲載か所数 か所 164
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1

a：順調に進行、b：おおむね順調に進行、c：進行にやや遅れ、d：進行に大幅な遅れ

1

a：順調に進行、b：おおむね順調に進行、c：進行にやや遅れ、d：進行に大幅な遅れ

1

a：順調に進行、b：おおむね順調に進行、c：進行にやや遅れ、d：進行に大幅な遅れ

取組 6-8　高齢者の低栄養防止のための取組（食育推進）

2

取組の評価 評価指標 単位
実績値

担当課
R5 R6

ｂ

訪問型サービス・活動Ｃ事業の利用者数 人 1 10 長寿介護課

栄養改善型配食の実施 人 120 73 長寿介護課

2

取組の評価 評価指標 単位
実績値

担当課
R5 R6

ａ

食育ネットワーク参加登録数（大学） 大学 3 3 健康づくり課

取組 6-6　高等学校等における取組（食育推進）

取組 6-7　大学や職場等における取組（食育推進）

2

取組の評価 評価指標 単位
実績値

担当課
R5 R6

ａ

食育ネットワーク参加登録数（高等学校） 校 4 4 健康づくり課
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令和６年度

1

2

ｂ

ｂ

1

a：順調に進行、b：おおむね順調に進行、c：進行にやや遅れ、d：進行に大幅な遅れ

1

a：順調に進行、b：おおむね順調に進行、c：進行にやや遅れ、d：進行に大幅な遅れ

施策 5　誰もがアクセスできる健康増進のための基盤の整備【再掲】

健康いばらき21・食育推進計画（第４次）　施策・取組評価シート

基本目標 5　情報を活かして、安全・安心に暮らせる

3
施策の評価

及び
取組の評価

施策の評価 施策に含む各取組の評価

Ｂ

5-3　健康や食の安全・安心等に関する
　　情報の発信

5-4　生産から消費までを通した食育の推進

A：順調に進行
B：おおむね順調に進行
C：進行にやや遅れ
D：進行に大幅な遅れ

健康づくり課

担当課
R5 R6

2

取組の評価 評価指標 単位
実績値

アルファ化米等の備蓄数量 食 46,450 46,450

インスタグラムフォロワー数【再掲】 人 - -

4
評価
・

課題

健康や食の安全・安心等に関する情報の発信については、市広報誌やホームページ、関係団体の会報誌等
を通じた周知を行ったほか、アスマイルやＸ（旧ツイッター）を活用した情報提供など、幅広い世代が健
康に関する知識や意識を高められるように、健康づくりに関する情報発信に努めました。なお、令和７年
度からは健康づくり課公式インスタグラムアカウントの運用を開始しています。
また、市ホームページでの災害時の食に関すること等に係る周知に加え、大阪府の備蓄方針に沿って、特
定原材料等に対応したアルファ化米を備蓄しています。

生産から消費までを通した食育の推進については、民間企業と連携した祝蕾（しゅくらい）収穫体験ツ
アーを行いました。
小中学校では年１回、給食週間等を設定し、小中学校で給食ができるまでの様子や生産・調理に関わる人
への感謝の気持ちを育む取組を実施したほか、小学校の生活科で野菜作り、社会科や総合的な学習の時間
で米作り、家庭科で調理実習等の経験等を通して、食べ物を大切にする心や食文化や食生活への関心を育
てることができました。

以上のことから、基本目標及び施策の方向性に沿って概ね順調に推移していますが、引き続き、市民一人
ひとりのヘルスリテラシーを高め、個人の健康づくりを後押しするため、様々な媒体を通じた周知・啓発
の取組や、生産から消費までを通した食育の取組を推進する必要があることから、「Ｂ」評価とします。

取組 5-3　健康や食の安全・安心等に関する情報の発信

ｂ

アスマイル登録者数【再掲】 人 17,539 19,095

ICT活用（アスマイル１日平均ログイン数） 回 4,764 4,743 健康づくり課

市が主催または連携した農業体験の回数 回 - 1 農林課

危機管理課

健康づくり課

取組 5-4　生産から消費までを通した食育の推進

2

取組の評価 評価指標 単位
実績値

担当課
R5 R6

ｂ

食育ネットワーク参加登録数（農林漁業・ボラン
ティア団体等）

機関 5 5 健康づくり課

46 学校教育推進課食育週間設定校数（小中学校） 校 46
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